
交通用具利用者の通勤距離測定表
　私が、今回提出した通勤届に係る「交通用具の利用による通勤距離」の実測結果は下記のとおりです。
     令和　　年　　月　　日　　
学 校 名　四万十町立　　　学校
職　　名　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　
記
○通常の通勤経路（注１、２参照）
	    測定年月日（曜日）
	往路・復路の別
	ﾄﾘｯﾌﾟﾒｰﾀｰの表示距離
	  通勤距離
 (B) － (A)

	
	
	 出発時点(A)
	 到着時点(B)
	

	令和　 年　 月　 日（　）
	往路・復路
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	      ． km

	令和　 年　 月　 日（　）
	往路・復路
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	      ． km

	令和　 年　 月　 日（　）
	往路・復路
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	      ． km

	令和　 年　 月　 日（　）
	往路・復路
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	      ． km

	       平 均 距 離
	
	
	
	      ． km


　

○通常の通勤経路以外の最短経路（注３参照）
	 　　測定年月日（曜日）
	往路・復路
の別
	 　ﾄﾘｯﾌﾟﾒｰﾀｰの表示距離
	  通勤距離
 (B) － (A)

	
	
	 出発時点(A)
	 到着時点(B)
	

	令和　 年　 月　 日（　）
	往路・復路
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	      ． km

	令和　 年　 月　 日（　）
	往路・復路
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	      ． km

	令和　 年　 月　 日（　）
	往路・復路
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	      ． km

	令和　 年　 月　 日（　）
	往路・復路
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	  　  ． km

	       平 均 距 離
	
	
	
	      ． km


注 １. 往路、復路とも同一経路を通勤する場合は、往路及び復路それぞれを各１回計測し、その

平均値を届出書に記載すること。
　 ２．往路と復路で通勤経路が異なる場合は、往路、復路についてそれぞれ２回の計測を行うこ

と。
   ３. 通常利用する経路以外に一般に利用しうる最短と思われる経路がある場合(保育所への送り

迎えの都合で迂回経路を通勤する場合、混雑を避けるために国道のバイパスを通勤している

が元の国道の方が距離的には近い場合･･･など)には、その経路についても、上記１又は２に

より計測を行い、届出書の「通勤経路の略図欄」に当該経路を青線で表示するとともに、計

測結果を書き添えること。
   ４. 測定は、トリップメーター（表示距離を０にリセットすることができるメーターで、通常

百メートル単位まで表示される。）を利用し、測定結果を百メートル単位まで記入するもの

とする。（出発時点で０にリセットしたうえで測定しても良い。）

   ５. 測定結果は、次のように記入すること。
	測定年月日（曜日）
	往路・復路
 の別
	ﾄﾘｯﾌﾟﾒｰﾀｰの表示距離
	通勤距離
(B) － (A)

	
	
	出発時点(A)
	到着時点(B)
	

	令和1年10月 3日（月）
	往路・復路
	
	
	
	1
	2
	3
	4
	
	　
	　
	1
	4
	5
	6
	  ２２.２km



